岩手県営建設工事請負契約書付記の概要

１　趣旨

　　建設産業は、元請建設業者から各種資材業者に至るまで裾野が広く、地域経済への波及効果が大きい産業であることから、県内業者の受注機会の拡大を図るため、これまでも受注者に対し、建設資材について県内の資材販売業者から購入するよう勧奨してきたところである。
　　しかしながら、長引く景気低迷により建設投資が減少する中、県内業者の受注機会の拡大を図るため、県内業者への下請等発注及び県産材の活用への取組みが一層求められていることから、県営建設工事の受注者に対して、下請契約及び建設資材納入契約について県内業者から選定するとともに、調達する建設資材は岩手県産とするよう要請する条項を岩手県営建設工事請負契約書例文の付記条項として定める。

２　概要

　(1)　下請発注について

　　　受注者に対し、下請契約の相手方を岩手県内に主たる営業所を有する者の中から選定するよう要請する。

(2)　建設資材発注について

受注者に対し、建設資材に係る納入契約の相手方を岩手県内に主たる営業所を有する者の中から選定するとともに、調達する建設資材は岩手県産とするよう要請する。

３　対象

　　地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令（平成７年政令第372号）に第２条第４号に規定する建設工事を除く全ての県営建設工事

４　案文

　　別添のとおり。

５　施行期日

　　平成15年８月１日以降に行われる公告その他契約の申込みの誘引に係る契約について適用する。（平成15年７月31日までに行われた公告その他の契約の申込みの誘引に係る契約で平成15年８月１日以降に契約が締結されるものについては、なお従前の例による。）

